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〈指導者の言葉〉 
 
本作品は，生活科「生きものなかよし大さくせん」でザリガニと触れ合っ
た体験をもとに，国語科「かんさつ名人になろう」で書いた観察文です。 
指導に当たっては，次の３点に留意しました。 
 ①ザリガニの様子（形・色・大きさ・動きなど）をよく観察すること 
 ②見て感じたことを，自分の言葉で表現すること 
 ③「はじめ」「中」「おわり」の３部構成で書き，伝えたい事柄の順序を
考えて書くこと 
 
児童は，ザリガニを触ったり，えさをやったり，水槽から出してみたりす
るなど，ザリガニと触れ合う体験をしました。その触れ合いの中で多くの気
付きが生まれ，体がゴツゴツしていることや，えさを食べる時にはさみを巧
みに使っていることなど，細かいことにも気付くことができました。それら
の気付きを「はじめ」「中」「おわり」の文章構成で書きました。「中」では，
体全体を見た時，えさを食べている時のはさみの動き，怒った時の様子，怒
った時の目の向きというように，観察の視点がより詳しくなっていくように
順序を工夫して書き表しました。また，児童が観察した時の驚きや発見が読
み手にも伝わるように比喩表現を効果的に取り入れ，ザリガニの様子を自分
の言葉で豊かに表しています。 
 
ザリガニを観察することを通して，多くの気付きが生まれ，さらにザリガ
ニのことを知りたくなった児童の様子が目に浮かぶような作品となってい
ます。 

 


